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４
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新
施
設
完
成  

 

慈愛の心で 信頼され続ける施設に 

 

平素より当法人の活動に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

社会福祉法人慈愛会は、昭和 54年 4月 1日に定員 50名の特別養護老人ホ

ーム田平ホームを開設、昭和 62年には定員 60名と事業を変更し、平成８

年には定員 10 名のショートステイを併設しながら、大きく変化していく

事業環境の中、介護保険制度の目的に沿ったサービス提供の担い手とし

て、また地域に開かれた施設運営の姿勢を忘れることの無いよう心がけな

がら地域社会の一助となるべくその使命を果たしてまいりました。 

開設より 46 年の月日を経て老朽化が進む施設の建替えは長年の課題で

ありましたが、多くの方々のお力を借りながら無事竣工の運びとなり、今

後はユニット型施設としてまたひとつの大きな節目を迎えることとなり

ました。創立以来、幾多の辛苦を乗り越え、発展を成し遂げてきた歴史あ

る法人であるという自負の下に、これまで培った経験を存分にいかしなが

ら、その安定性をさらに強化すると同時に新たな機器や知識を会得する革

新性にも目を向けた法人運営を進めることで、全ての職員が良質なサービ

ス提供に専念できる組織づくりを続けてまいります。 

 社会福祉という仕事は、優しさと慈愛の心に満ち溢れた素晴らしい仕事

だと常々感じています。法人名でもあります「慈愛会」の名に恥じぬよう、

高齢化社会の中で高まる介護施設の重要性に対し円滑な運営と信頼され

る施設であり続けることを目指してまいりますので、今後とも変わらぬご

支援ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

 

        社会福祉法人 慈愛会    

 理事長 石本宗裕  

▲神主様 ご来訪 



 

 

新施設の入り口までは登り坂。 

職員お手製のスロープの上を 

入居者さんと職員と力を合わせて登ります。 

ほほえみ２ 

家具もお引越し！ お手伝いを頂いて、みんなで運びました。 

 

 

心からお礼と感謝を 

 

日頃より、多くの方々に温かいご支援とご協力を頂き、心からお礼と感謝を申

し上げます。特別養護老人ホーム田平ホームは、この春、新たにユニット型の施

設となりました。そのような大きな変革の中、施設長に任命していただき職責の

重大さに戸惑っておりますが、前施設長のご助言と職員の力を借りながら、より

良い施設運営を目指し努力して参る所存です。 

安心・安全・快適「思いやりの心で寄り添い安心できる快適な暮らしを支援し

ます」の理念のもと、入居者様一人ひとりの個性、生活リズムを尊重したサービ

スを家庭的な雰囲気の中で楽しく過ごしていただけるよう提供いたします。また、

職員とともに協力しあいながら、これまで培ってきた経験を存分に活かして入居

者の皆様、ご家族の皆様に安心していただけるよう努め、地域の中で皆様のご支

援を頂きながら、より良い施設に成長していけるよう努力してまいりますので、

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
 

                                                特別養護老人ホーム田平ホーム    

                        施設長 石本 千夏  



ほほえみ３ 

 

 

 

良すぎて（笑）何でも自動になっとるけん、慣れに

ゃいかんところもありますね。 

一人部屋は周りに気を遣わんけんよかです。 

 

まだわからん。前より良かごたる（笑） 

近藤美恵子さん 
川口ミサエさん 

新生活スタート！ 
新しい施設での暮らしは 

どうですか？ 

そうやねぇ・・・ 

 

 

どうかしら・・・ 

ふぁふぁふぁ・・・ 

『新たな門出に、心をこめて』 

新施設へのお引越しを無事に終えたその夜、皆様の門出をお祝

いする赤飯と祝い膳が提供されました。慣れ親しんだ場所から

新たな環境へ。少し緊張もある中で、笑顔と温かい食卓が、心

をほぐすひとときを作ってくれました。 

これからの毎日が安心と喜びに満ちたものでありますように。 



早田ツル子さん 

▲居室洗面台  車いすでの使用がスムーズ ▲居室トイレ  

可動式の手摺りと背面クッションがついています 

▲入浴室   

リフトキャリーを備えた個別対応可能なお風呂 

 

より快適に、より安全に、そしてより温かく、ご利用者さま皆様が

笑顔で過ごせる場所を目指して整えたこの新しい環境は、これ

まで培ってきた思いやりや信頼の上に築かれた、希望の拠点で

もあります。寄り添う心を大切にしながら、「ここに来てよかった」

と思っていただけるホームづくりをこれからも進めてまいります。 
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新しくて気持ちいい。前の施設に比べて職員がより傍にいるので

安心です。環境が変わってテーブルの高さやトイレ、洗面台の高

さも変わってしまったので職員さんにお願い、相談しながら工夫

して暮らしていかんばですね。 

 

 

 

まだ右も左もわからんです（笑）

きれいかですね。 

広くなって掃除して回るとが大変

かごたるです。（笑） 

 

気持ちのよかところ。顔見知りのおるけん寂しくはなかね。 

田中千佳子さん 

藤村トキ子さん 

～新たな一歩とともに、 

これからも心に寄り添うケアを～ 

 

 

 



 

 の 行事紹介 冬 春 から 

春のドライブ 

春風に乗せて、笑顔を咲かせに。３月２１日、

穏やかな陽気に誘われて春のドライブへ。

「きれいかねぇ」と自然と会話も弾みます。 

お一人おひとりがそれぞれのペースで春の

息吹を感じていらっしゃいました。 

心和むひととき。３月７日は呈茶会を行いま

した。お茶菓子の上品な甘さとほろ苦いお茶

の組み合わせはまさに絶品。私たちスタッフ

も皆様の穏やかな笑顔に触れ、心が温まり

ました。 

 

呈茶会 

特集２ 

▲穏やかな雰囲気の中、笑顔の花が咲きました ▲菓子の上品な甘みがお茶の苦さを引き立てます 

▲心地よい春風を感じ、心も晴れやか 

ほほえみ５ 



ほほえみ６ 

 

 

 

料理クラブ 

２月２０日は料理クラブの日でした。

今回は焼きそばを作りました。炒める

音、ソースの香り、そして、皆さんの笑

顔！活気あふれる焼きそば作りとなり

ました。 

節 分 

２月３日に節分の豆まきを行いました。

豆の代わりに紙玉を投げて鬼退治！ 

邪気を払い、一年間の健康と幸運を祈

願しました。鬼役の職員は年女です。 

▲熟練の技が光る？愛情たっぷり焼きそば 

▲エプロン姿が凛々しいです 

▲笑顔で鬼退治！福よ！来い！ 
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あやとりは、わっか状に結んだ毛糸を 

指にかけてとり、さまざまな形を作って 

楽しむ遊びです。 

日本で昔から親しまれてきた伝承遊びの一つのため長い歴史があり、たくさんの技や作り

方が残されています。ひとりでも、二人でも、グループでも遊べるもので、代表的なもので

は『ほうき』『はしご』『橋』『富士山』『亀』『ダイヤモンド』等。手先を使うので脳トレの

効果もありますね。 

『小さいころは、遊んだよ。でも、今は忘れてしまっ

たかな。』とあやとりの感触を楽しみながら語ってくれた

のは小島チヅ子さん。（写真右）「妹がいてね、年上の子

が下の子に教えたりしよったね。」とお話は続きます。 

『私は手がリウマチでかなわないけれど、いろいろ作っ

て遊んでいたのを覚えているよ』と藤沢花子さん（写真

左）は手にあやとりをかけながら話してくださいました。

『女の子は小さい時に必ずやった遊びのひとつよね。』

『子供たち同士で教えあってねぇ』と思い出話に花が咲

きました。 

 

盾してしまいます

が、旧田平ホームの施

設が取り壊されてしま

うのが哀しいです。 

思い出や愛着があるも

のも多かったので、壊

されてしまうのか… 

という想いです  

 近できていないので

すが、気に入った本や

漫画を全巻揃えて一気

読みをすることです。

インターネットなどで

大人買いをして、『読む

ぞ～！』というのが楽

しみです。 

 

るべく怒らないよ

うにしています。感情

の起伏が大きいと、体

が疲れてしまうので

…。もちろん、日々腹

の立つこともありま

すが、さざ波程度の怒

りで収めています。   

物が新しくなっ

て、厨房がきれいにな

ったこと。ピカピカの

厨房で、気分もピカピ

カ！きれいな設備を

大切に使おうと決意

も新たに、嬉しい気持

ちになりました。 



 
 

 

 

                      

金子ミチ子さん（90） 

看護職  
 

黒木 美子 

 
 

 

 

自宅から車で 3 分の田平ホームで

働くことになり１年弱になりました。    

最初は７０名の入居者の顔と名前、

仕事を覚えるのに必死でしたが、今で

は何気ない会話を楽しんだり、『あり

がとう』の言葉に喜びを感じたりして

います。入居者様は自身で体調の変化

を訴えることのできない方が多くい

らっしゃるため、他職員と連携して異

常の早期発見に努め、入居者様が安

心・安楽に生活ができるよう、これか

らも頑張っていきたいと思います。 

 『縁の下の力持ちになって・・・』 

ほほえみ 8 

元々は高知県のご出身だそうですが、東京に

お勤めしていた際にご主人と出会い、結婚して

田平町に住むようになったとか、お写真はご主

人と出会った頃の多摩川の土手だそうです、と

てもお綺麗ですね。 

栗林さんは、大変ユーモアがあり、周りの皆

さんや、職員をも楽しませてくださいます。 

 

私はこの色が好

きなのよ。 

人形を手にしたう

れしそうなお顔！！ 

フムフム。 

意外と簡単ね 

▲20 代のころ 

若いころの写真は自分で選びました 

こんなのから人

形になる？と言い

ながら、出来上がっ

た人形に笑顔♡ 

▲呈茶会参加の栗林さん 

烏山シモ子さん（93） 

近藤アツ子さん（91） 



ピ
カ
ピ
カ
の
厨
房
大
切
に 

 
 

既
存
の
器
具
も
使
用
し
ま
す

が
、
新
た
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
な

ど
の
機
材
も
増
え
、
ガ
ス
炊
飯
器

以
外
は
電
気
と
な
り
、
鍋
も
電
磁

調
理
器
用
に
な
り
ま
し
た
。 

 

厨
房
自
体
も
広
く
な
り
、
ま
だ

ど
こ
に
何
が
あ
る
か
覚
え
て
お
ら

ず
、
ウ
ロ
ウ
ロ
と
探
し
ま
わ
り
戸

惑
う
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
設

備
が
整
っ
て
い
る
ピ
カ
ピ
カ
の
厨

房
に
感
謝
し
つ
つ
食
事
を
作
っ
て

い
ま
す
。 

 
行
事
食
や
お
や
つ
な
ど
は
今
ま

で
通
り
。
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
食
事

の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
開
催

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

入
居
者
の
皆
様
に
こ
れ
ま
で
以

上
に
楽
し
く
、
お
い
し
い
食
事
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

あ
る
日
の
お
散
歩 

  

外
を
眺
め
て
い
る
一
人
の
入

居
者
へ
声
を
か
け
る
と
「
よ
か
天

気
ね
。
桜
で
も
近
く
で
見
た
い

ね
。
施
設
も
ど
の
ぐ
ら
い
で
き
た

だ
ろ
う
か
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。  

外
へ
出
て
季
節
を
感
じ
暖
か

く
な
っ
た
気
候
に
表
情
も
明
る

く
な
り
、
桜
の
美
し
さ
と
新
し
い

施
設
の
工
事
の
完
成
を
見
て
一

緒
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

会
話
の
中
で 

「
う
ち
で
も
花 

は
好
き
で
庭
に
も
よ
う
育
っ
と

っ
た
よ
。
取
り
に
行
き
た
い
ぐ
ら

い
あ
る
け
れ
ど
な
。
今
な
ら
咲
い

て
る
か
ら
見
せ
て
あ
げ
た
か

ね
。
」
と
花
の
話
題
で
散
歩
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も 

何
気
な

い
会
話
を
大
切
に
寄
り
添
い
、
こ

の
よ
う
な
時
間
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

楽
し
く
健
康
維
持 

  

い
よ
い
よ
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

が
４
月
１５
日
よ
り
開
設
と
な
り

ま
し
た
。 

入
居
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
職
員
も
慣
れ
な
い
環
境

に
、
色
々
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
お
き

つ
つ
、
慣
れ
て
い
こ
う
と
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
、 

さ
て
、
機
能
訓
練
と
い
た
し
ま

し
て
は
以
前
、
集
団
で
の
運
動
を

午
前
中
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
午
後
か
ら
に
時
間
を

変
更
し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。  

 

ど
う
や
ら
午
後
か
ら
の
方
が

皆
さ
ん
し
っ
か
り
覚
醒
し
て
お

ら
れ
、
は
り
き
っ
て
運
動
に
参
加

で
き
て
い
る
よ
う
に
お
見
う
け

し
ま
す
。
健
康
を
維
持
し
て
楽
し

く
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。 

 

読む！ 
 ヨム！ 

定

 期

 だ

 よ

 り

 

 各職種よりお知らせ、 

お願い、その他 

   ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ  

 
  ご家族の皆様には
面会につきまして、ご協
力を頂き、ありがとうご
ざいます。 
現在は新しい居室での
面会を行っていただい
ています。 
電話での予約は不要で
すが、お電話いただけれ
ば入浴時間の調整など
をすることが可能です。 
 
  ☎0950-57-1966 

 
    

インスタグラム
も新体制の広報委員
会で運営することと

なりました。 
早速『おやつのカン
コロ餅』や『モール

人形作り』を掲載し
ています。フォロワ
ーも順調に増加中応

援お願い致します。 
 

   

面会について 

お知 

  らせ  
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宅介護 

 ｼｮｰﾄｽﾃｲ 

 

厨房 MEMO 

 

変わらず、 

美味しく楽しい

食事をご提供。 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
ご
利
用 

 
 

令
和
６
年
度
、
延
べ
人
数
で
す

が
男
性
２０
名
女
性
１
３
７
名
の

ご
利
用
を
頂
き
ま
し
た
。
一
日
平

均
７
・
８
人
。
利
用
率
７８
％
で
し

た
。
５
、
６
月
が
６４
％
。
１１
月

が
９０
％
と
月
ご
と
に
隔
た
り
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
発
症
が
あ
っ
た
た
め

と
考
え
て
い
ま
す
。 

介
護
度
別
に
は
要
介
護
１
が

２２
人
。
２
が
７５
人
、
３
が
２７
人
、

４
が
３２
人
、
５
が
１
人
で
、
平
均

介
護
度
は
２
・
４
２
で
し
た
。
前

年
は
２
．
５
２
で
し
た
の
で
０
．

９
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
り
ま
し
た
。 

年
度
末
に
あ
た
り
、
様
々
に
数

字
を
見
比
べ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が

去
り
、
一
年
間
に
あ
っ
た
こ
と
、

ご
利
用
者
の
様
子
な
ど
も
思
い

起
さ
れ
て
参
り
ま
す
。 

 

令和６年度も多

くの皆様にサー

ビスをご利用い

ただきました。 

お願い 

 
機能訓練の栞 

 
一日でも早く

環境に慣れる

ようサポート

します。 

医務室通信 

 

花粉症対策も 

積み重ねが大切

ですね 

 介護日和 

  

会話のなかでそ

の人らしさに気

づきます 

 

目
や
鼻
の
か
ゆ
み…

 

 
 

だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
り 

花
粉

が
飛
散
す
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。 
花
粉
症
は
花
粉
に
対
す
る

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
主
に 

く
し

ゃ
み
鼻
水
鼻
づ
ま
り 

目
の
か
ゆ

み 

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

 

対
策
と
し
て
は 
外
出
時
の
マ

ス
ク
着
用
、
外
出
か
ら
の
帰
宅
時

は
洋
服
に
つ
い
た
花
粉
を
払
う
、 

手
洗
い
う
が
い
を
行
う
な
ど
の

対
応
で
症
状
を
緩
和
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

花
粉
症
に
か
か
ら
な
い
た
め

に 

免
疫
を
高
め
る
食
事
や
睡
眠 

運
動
な
ど
を
行
い 

 

生
活
習
慣
を 

見
直
す
こ
と
が 

重
要
で
す 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月に一度、瀬戸山教会の神父様がお祈りを 

授けに来て下さっています。瀬戸山教会だけでな

く、平戸市内のカトリック信者の皆さんも一緒に

お祈りをなさいます。皆さんが神父様の訪問を楽

しみにしていらっしゃるのがわります。    

  

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入 

  

介
護
さ
れ
る
側
の
安
全
性
や

安
心
感
。
介
護
す
る
側
の
腰
痛
予

防
や
一
人
介
助
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
助

け
て
く
れ
る
時
代
で
す
。
こ
の
度

移
乗
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
『
Ｈ
ｕ
ｇ
』

を
導
入
。
楽
に
立
て
る
、
安
心
感

が
あ
る
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

イ
ン
カ
ム
や
見
守
り
カ
メ
ラ
も

稼
働
中
。
便
利
に
使
っ
て
、
業
務

改
善
に
臨
み
ま
す
。 

お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 
 

駐
車
場
か
ら
施
設
へ
の
道
の
途

中
に
は
ご
近
所
の
方
が
見
事
な
花

壇
を
作
っ
て
い
ま
す
。
春
に
な
り

沢
山
咲
い
た
、
ス
ト
ッ
ク
や
ノ
ー

ス
ポ
ー
ル
等
、
色
鮮
や
か
な
花
を

切
り
花
に
し
て
届
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
季
節
を
感
じ
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

花
を
見
て
美
し
い
と
感
じ
る
心
は

老
若
男
女
共
通
で
す
ね
。 

３
月
２１
日
に
は
北
松
農
業
高
校

の
生
徒
さ
ん
が
育
て
た
シ
ク
ラ
メ

ン
の
鉢
花
を
届
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
食
事
テ
ー
ブ
ル
に

飾
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

  

 

３
名
の
新
入
職
員 

  

介
護
人
材
の
不
足
は
社
会
的
に

も
大
き
な
問
題
で
、
賃
金
ア
ッ
プ
の

国
の
支
援
や
、
外
国
人
材
の
活
用
な

ど
、
様
々
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る

中
、
田
平
ホ
ー
ム
で
は
今
春
、
３
名

の
新
人
職
員
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
性
別
も
経
歴
も
違
う
３

人
で
す
が
、
一
緒
に
働
け
る
こ
と
を

喜
ば
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

ま
ず
は
慣
れ
入
居
者
の
皆
様
を 

覚
え
、
覚
え
て 

頂
く
こ
と
。 

 

若
い
３
人
で 

す
の
で
焦
ら
ず 

成
長
し
、
地
域 

の
高
齢
者
福
祉 

を
共
に
支
え
る 

存
在
で
あ
り
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

 

護福祉士になるために必要な「介護職員実

務者研修を」田平ホームのキャリアパス支援

制度を利用して受講しました。私は初任者研

修を修了していたので、免除の科目もありま

したが、受講期間は 6 ケ月あり、分厚いテキ

ストと、スクーリングで多くのことを学びま

した。合格出来て良かったです。             
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ご
質
問
は
お
気
軽
に 

 
 

４
月
１５
日
か
ら
、
ユ
ニ
ッ
ト
型

が
ス
タ
ー
ト
し
、
入
居
者
の
皆
様

の
お
部
屋
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や
、

利
用
料
金
、
面
会
の
仕
方
な
ど
、

多
く
の
こ
と
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ご
家
族
の
皆
様
に
も
、
入
居
者
の

皆
様
の
ご
様
子
や
、
生
活
ぶ
り
等

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
引
き
続
き
、
丁
寧
に
対
応
し

て
い
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
、
お

困
り
ご
と
ま
で
、
気
兼
ね
な
く
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

現
在
は
感
染
症
の
状
況
に
よ
る

面
会
の
制
限
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
、
入
居
者
様
の
居
室
や
施
設
内

の
雰
囲
気
も
ご
訪
問
時
に
感
じ
て

頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

お
や
つ
の
日 

 

花
見
に
団
子
、 

集
ま
れ
ば
茶
話
会
。 

お
や
つ
を
頂
く 

入
居
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
毎
月
『
お

や
つ
の
日
』
を
設
け
、
お
は
ぎ
や

モ
ン
ブ
ラ
ン
、
さ
く
ら
も
ち
や
ど

ら
焼
き
、
バ
バ
ロ
ア
、
ゼ
リ
ー
等

様
々
な
お
や
つ
を
楽
し
ん
で
頂
い

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
３
月
は
桜

の
焼
き
印
を
入
れ
た
春
ド
ラ
焼
き

４
月
は
甘
茶
と
蒸
し
パ
ン
を
提
供

し
ま
し
た
。 

 

馴
染
み
の
曲
に
鼻
歌
も 

 

３
月
２６
日
舞
踊
の
披
露
に
来
て

下
さ
っ
た
の
は
地
元
平
戸
で
練
習

を
重
ね
る
花
み
ず
き
の
会
・
舞
フ
レ

ン
ズ
の
皆
さ
ん
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
久
し
ぶ
り
の
舞
踊
披
露
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
入
居
者
の
皆
さ
ん

の
鑑
賞
の
目
も
輝
き
ま
す
。
和
装
の

他
手
作
り
の 

衣
装
を
身
に 

ま
と
い
、
華 

麗
な
踊
り
っ 

ぷ
り
で
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひゃ 
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ど
う
し
て
も
、
引
っ
越
し
や
新

施
設
に
つ
い
て
御
紹
介
し
た
か

っ
た
の
で
、
４
月
１
日
発
行
を
遅

ら
せ
、
ほ
ほ
え
み
１
４
１
号
は
５

月
１
日
発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
広
報
委

員
会
も
新
体
制
と
な
り
、
何
と
か

は
じ
め
て
の
広
報
誌
発
行
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
、
入
居

者
様
、
ご
家
族
、
地
域
の
皆
様
、

そ
し
て
職
員
に
も
喜
ば
れ
る
『
ほ

ほ
え
み
』
を
力
を
合
わ
せ
て
作
っ

て
参
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
お
願
い
致
し
ま
す 

４
月

１２

日
落
成
式
、

１４

日

引
っ
越
し
、

１５

日
開
設
と
新
施

設
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
施
設
は
気
持
ち
よ
く
、
入

居
者
、
ご
家
族
、
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
田
平
ホ

ー
ム
が
運
営
さ
れ
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

施
設
見
学
会
に
も
多
数
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
末

筆
で
す
が
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 


